
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー

合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
報
告

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ーセ

ン
タ
ー
長

中
藤

良
久

デ
ィ
ペ
ン
タ
ブ
ル
集
積
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

尾
知

博

次
世
代
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

大
村

一
郎

平
成
30
年
11
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
北
九
州
国
際
会
議
場
（
北
九

州
市
小
倉
北
区
）
に
て
、
九
州
工
業
大
学

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
合
同

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
以
下
の
趣
旨
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

21
世
紀
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る
情
報

通
信
技
術
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
融
合
し
た
新
し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
発

展
す
る
時
代
で
す
。
情
報
通
信
技
術
の
中

核
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
前

提
と
し
た
社
会
で
は
、
我
々
の
生
活
に
必

要
な
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
よ
う
に
ユ
ビ
キ
タ
ス
に
供
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

融
合
し
た
技
術
は
、Industrie4.0

、Soci-
ety5.0

や
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
基
盤

技
術
で
あ
り
、
そ
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
半

導
体
技
術
や
そ
の
信
頼
性
は
産
業
競
争
力

の
強
化
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
学
で
は
、
将
来
の
重
点
課
題
を
研
究

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
15
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
セ
ン
タ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を
整
備

し
て
お
り
、
今
回
、
21
世
紀
型
イ
ン
フ
ラ

に
関
わ
る
情
報
通
信
と
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
融
合
、
そ
れ
を
支
え
る
信
頼
性
と
い
う

テ
ー
マ
で
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
基
盤
研

究
セ
ン
タ
ー
（
戸
畑
）、
デ
ィ
ペ
ン
ダ
ブ

ル
集
積
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー（
飯
塚
）、

次
世
代
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
（
若
松
））
が
合
同
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
１
日
目
に
は
、

博
士
課
程
や
企
業
の
若
手
研
究
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル（
延
べ
20

時
間
、
15
講
義
）
を
３
並
列
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
若
手
技
術
者
か
ら

新
分
野
の
開
拓
を
目
指
す
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、

非
常
に
熱
心
に
聴
講
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
終
了
後
に
は
技

術
交
流
会
を
開
催
し
、
企
業
と
ア
カ
デ
ミ

ア
に
よ
る
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
う
場
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

北九州国際会議場

交
流
会
の
冒
頭
、
産
学
連
携
担
当
理
事

三
谷
康
範
先
生
よ
り
、
本
学
の
産
学
連
携

の
取
り
組
み
な
ら
び
に
共
同
研
究
講
座
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
工
学
研
究
院
長
芹
川
聖

一
先
生
、
情
報
工
学
研
究
院
長
梶
原
誠
司

先
生
、
生
命
体
工
学
研
究
科
長
花
本
剛
士

先
生
よ
り
、
各
研
究
院
・
研
究
科
の
特
徴

あ
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
本

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
様
々
な

業
界
の
関
係
者
の
間
で
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
日
目
は
、
本
学
学

長
の
尾
家
祐
二
先
生
よ
る
開
会
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
、各
セ
ン
タ
ー

の
活
動
紹
介
に
引
き
続
き
、
日
本
、
中
国

本
土
、
台
湾
よ
り
お
招
き
し
た
講
師
に
よ

る
プ
レ
ナ
リ
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
各
セ
ン
タ
ー
毎
に
九
州
工
大

が
持
つ
最
先
技
術
を
紹
介
す
る
講
演
、
さ

ら
に
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
47
件
の
ポ

ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
、
２
日
間
で
延
べ
250
名
程

度
と
な
り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
聴
講
者
か
ら

多
く
の
質
問
や
意
見
が
あ
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
学
内
他
部
局
間
交
流
を
促
進
す
る
場

に
も
な
り
ま
し
た

ワークショップ冊子表紙
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各
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

今
回
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

た
各
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー

の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
藤
良
久
教
授

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
主
と
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
／
デ
バ

イ
ス
の
基
盤
技
術
と
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
実
現
に
は
、
そ
れ
を
支
え

る
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
／
デ
バ
イ
ス
の
基
盤
技

術
、
そ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
統
合
す
る
た
め
の
標
準
的
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
が
重
要
で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
学

が
持
つ
「
セ
ン
サ
デ
バ
イ
ス
」「
プ
ロ
セ
ッ

サ（
低
消
費
電
力
）」「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア（
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
」「
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
」「
電

源
・
回
路
」「
ア
ン
テ
ナ
（
Ｅ
Ｍ
Ｃ
）」
の

６
つ
の
技
術
領
域
に
お
け
る
技
術
・
ス
キ

ル
を
結
集
し
て
研
究
を
進
め
、
具
体
的
な

「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

デ
ィ
ペ
ン
タ
ブ
ル
集
積
シ
ス
テ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

尾
知

博
教
授

高
信
頼
・
高
品
質
な
次
世
代
集
積
シ
ス

テ
ム
を
創
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

全
・
安
心
で
持
続
的
発
展
可
能
な
高
度
情

報
化
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
の
基

礎
技
術
お
よ
び
そ
の
応
用
技
術
の
研
究
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
展
望
と

し
て
、
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
有
し
て
い
る
、

「
出
荷
品
質
不
良
」
と
「
経
年
劣
化
」
の

国
際
的
に
み
て
も
優
れ
た
研
究
水
準
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
つ
つ
そ
の
実
績
を
生
か
し

て
技
術
的
に
深
い
関
連
の
あ
る
「
悪
意
あ

る
攻
撃
」
と
「
ニ
セ
物
混
入
」
の
研
究
を

一
気
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
合
的

な
高
信
頼
Ｌ
Ｓ
Ｉ
技
術
体
系
を
世
界
に
先

駆
け
て
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

大
村
一
郎
教
授

次
世
代
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、

電
力
の
高
度
利
用
そ
し
て
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
研

究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
研
究
だ
け
で
は

な
く
、
博
士
レ
ベ
ル
の
人
材
育
成
、
知
的

財
産
権
の
創
出
、
関
係
機
関
や
企
業
と
の

研
究
連
携
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。
我
々
は
、
世
界
に
伍
す
る
研
究

拠
点
を
目
指
し
、
左
の
４
テ
ー
マ
を
中
心

に
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○

究
極
の
省
エ
ネ
を
目
指
し
た
極
限
パ

ワ
ー
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
開
発

○

超
小
型
化
を
実
現
す
る
集
積
化
パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
開
発

○

パ
ワ
ー
半
導
体
の
故
障
原
因
に
迫
る
リ

ア
ル
タ
イ
ム
・
モ
ニ
タ
技
術
の
開
発

○

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
制
御
と
デ

4
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ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
融
合

ま
た
、「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
と
い
う
新
し

い
産
学
連
携
の
ス
キ
ー
ム
も
す
で
に
多
く

の
企
業
様
と
契
約
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
たSU

M
CO

様
と
の
共
同

研
究
講
座
も
昨
年
度
開
講
い
た
し
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

15
の
講
義
（
延
べ
20
時
間
）
を
、
３
つ
の

講
演
会
場
で
パ
ラ
レ
ル
に
行
い
ま
し
た
。

各
セ
ン
タ
ー
所
属
の
教
員
が
通
常
の
授
業

と
は
一
味
違
う
講
義
に
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
お
お
む

ね
好
評
で
、
企
業
の
若
手
教
育
に
活
用
し

た
い
と
い
う
声
も
聴
か
れ
ま
し
た
。

技
術
交
流
会

企
業
参
加
者
と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
交
流
会

を
ミ
ク
ニ
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ビ
ジ

ネ
ス
ル
ー
ム
に
て
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、

産
学
連
携
担
当
理
事
三
谷
康
範
先
生
よ
り
、

本
学
の
歴
史
に
始
ま
り
、
産
学
連
携
の
仕

組
み
や
実
績
、
さ
ら
に
共
同
研
究
講
座
の

仕
組
み
と
企
業
側
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
部

局
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
の
特
徴
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
、
企
業
同
士
、
企
業
と
ア
カ
デ
ミ
ア

で
会
話
の
輪
が
広
が
り
、
新
し
い
連
携
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ナ
リ
講
演

日
本
、
中
国
本
土
、
台
湾
よ
り
３
名
の

講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

○

熟
理
工
大
学
（
中
国
）Sun

Gaofei

教

授
に
よ
る「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
け
る
ス
ペ
ク
ト
ル
ア
ク
セ
ス
」

５
Ｇ
の
時
代
に
対
応
し
た
通
信
方
式
や

通
信
の
信
頼
性
に
つ
い
て
、
中
国
本
土
で

交流会の様子ミクニワールドスタジアム北九州

チュートリアルの様子

産学連携担当理事 三谷康範先生

次世代PE研究センターMission
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行
わ
れ
て
い
る
最
近
の
研
究
動
向
も
含
め

解
説
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
複
数
デ
バ
イ
ス

の
通
信
モ
デ
ル
化
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

○

日
立
製
作
所
の
金
川
信
康
氏
に
よ
る

「
安
全
検
証
を
利
用
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
の
実
現
〜
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

機
能
安
全
の
両
立
の
た
め
に
〜
」

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

と
い
う
、
非
常
に
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、

い
ま
だ
対
策
が
打
て
て
い
な
い
領
域
に
光

を
当
て
た
講
演
で
し
た
。
今
回
ご
紹
介
さ

れ
た
技
術
が
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
核
に
な
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

○

国
立
台
湾
大
学
のK

ung-Y
en

Lee

教
授
に
よ
る
「
台
湾
に
お
け
る
パ
ワ
ー

半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
開
発
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」

台
湾
で
進
ん
で
い
る
風
力
発
電
導
入
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
と
実
態
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
国
立
台
湾

大
学
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
黒
潮
海

流
発
電
の
ご
紹
介
や
、
日
本
で
は
な
か
な

か
情
報
が
入
ら
な
い
、
台
湾
で
の
パ
ワ
ー

半
導
体
開
発
の
実
情
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
方
々
か
ら
は
非
常
に
貴
重
ご
講

演
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
日
目
午
後
か
ら
は
、
各
セ
ン
タ
ー
に

わ
か
れ
、
最
先
端
の
技
術
を
紹
介
す
る
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー

◇

デ
ー
タ
の
地
産
地
消
の
た
め
の
時
空
間

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

野
林

大
起

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
様
々
な

デ
バ
イ
ス
か
ら
多
種
多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
デ
ー
タ
が
生
成
さ
れ
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
が
取
り
扱

う
デ
ー
タ
の
中
に
は
あ
る
特
定
の
地
域
／

時
間
に
依
存
す
る
デ
ー
タ
（
時
空
間
デ
ー

タ
）
が
存
在
す
る
。
本
講
演
で
は
、「
時

空
間
デ
ー
タ
の
地
産
地
消
」
を
実
現
す
る

た
め
の
車
両
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
時

空
間
デ
ー
タ
滞
留
方
式
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
っ
た
。

◇

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
光
を
利
用
し
た
室
内
自
己

位
置
検
出
シ
ス
テ
ム

楊

世
淵

Ａ
Ｇ
Ｖ
の
研
究
が
進
み
、
病
院
内
で
の

物
資
の
運
搬
等
で
Ａ
Ｇ
Ｖ
を
活
用
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
既
存
の

Ａ
Ｇ
Ｖ
で
は
定
期
的
に
自
己
位
置
検
出
の

た
め
に
レ
ー
ザ
反
射
板
の
位
置
調
整
な
ど

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
本
講
演
で
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
光
を
活
用
し
た
新
し
い
室
内
自

己
位
置
検
出
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
っ
た
。

◇

Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
課
題
の
事
例

福
本

幸
弘

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
と
共
に
、
デ
ィ
ジ
タ
ル

機
器
に
お
け
る
無
線
周
波
数
利
用
の
拡
大

が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
複
数
の
デ
ィ

ジ
タ
ル
機
器
が
同
じ
環
境
に
存
在
す
る
場

尾家学長 挨拶

Prof. Kung-Yen Lee
National Taiwan University

ワークショップ会場の様子

Prof. Sun Gaofei
Changshu Institute of Technology

金川 信康氏
株式会社日立製作所
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合
、
ノ
イ
ズ
の
影
響
で
互
い
の
動
作
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
本
講
演
で

は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
課
題
」
と
題

し
て
、
九
州
工
業
大
学
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
に
関
す
る
共
同
研
究
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
っ
た
。

◇

光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用
し
た
セ
ン
シ
ン
グ

水
波

徹

セ
ン
サ
デ
バ
イ
ス
に
お
け
る
セ
ン
シ
ン

グ
技
術
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
を
支
え
、
ま
た
今

後
の
発
展
の
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
な
技

術
で
あ
る
。
本
講
演
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

セ
ン
サ
の
特
徴
・
種
類
・
応
用
例
・
問
題

点
そ
し
て
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
っ
た
。

◇
R
esearch

on
R
obot

T
arget

D
e-

tection
and
Grasping

in
Com

plex
Environm

ent
based

on
D
eep

Learning
Prof.Y

ang
Li(Invited)

本
講
演
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
よ

る
物
体
の
把
握
を
実
現
す
る
た
め
に
、

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
２
次
元
の

カ
メ
ラ
画
像
情
報
か
ら
の
物
体
抽
出
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
際
の
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
物
体
認
識
と
、ア
ー
ム
に
よ

る
物
体
把
握
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
映
像
に
よ

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

Prof. Yang Li (Invited)
Tianjin Sino-German

University of Applied Sciences

デ
ィ
ペ
ン
タ
ブ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

◇
論
理
回
路
に
お
け
る
予
見
不
能
な
欠
陥

の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
論
理
診
断

D
r.Stefan

H
olst

Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
複
雑
化
は
そ
の
故
障
診
断

を
困
難
に
し
て
い
る
。
こ
の
講
演
で
は
、

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ロ
ジ
ッ
ク
診
断
と
呼

ば
れ
る
新
し
い
故
障
診
断
技
術
を
紹
介
す

る
。
こ
の
技
術
の
特
徴
は
、
故
障
診
断
用

シ
ス
テ
ム
と
人
間
に
よ
る
推
論
を
有
機
的

に
組
み
合
わ
せ
る
点
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

講
演
で
は
、
予
備
実
験
で
得
ら
れ
た
良
い

結
果
に
つ
い
て
も
報
告
し
た
。

◇

フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
に
お
け
る
劣
化
検

出
の
た
め
の
オ
ン
チ
ッ
プ
遅
延
測
定

三
宅

庸
資

Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
で
は
、
経
年
劣
化
に
伴
う
誤

動
作
の
懸
念
も
増
大
す
る
が
、
劣
化
進
度

は
使
用
環
境
や
使
用
頻
度
に
よ
り
異
な
る

た
め
、
出
荷
前
に
故
障
時
期
を
予
測
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
本
研
究
は
運
用
中

の
シ
ス
テ
ム
が
劣
化
故
障
を
予
知
可
能
に

す
る
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
予
防
安
全
シ
ス
テ
ム
の

確
立
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
講
演

で
は
、
論
理
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を
使
っ
た
自
己
テ

ス
ト
に
よ
る
遅
延
測
定
機
構
と
、
環
境
要

因
で
変
動
す
る
遅
延
値
を
補
正
す
る
温

度
・
電
圧
セ
ン
サ
を
統
合
し
た
劣
化
検
出

の
た
め
の
オ
ン
チ
ッ
プ
遅
延
測
定
手
法
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

◇

産
業
用
無
線
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
再
送

信
ダ
イ
バ
ー
シ
チ
の
た
め
の
チ
ャ
ネ
ル

選
択
手
法A

striM
aria

K
urniaw

ati
◇

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
無
線
ビ
デ
オ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン

グ
の
た
め
のH

.264
SV
C

ビ
ッ
ト
ス

ト
リ
ー
ム
の
最
適
パ
ケ
ッ
ト
化

M
anthana

T
iaw
ongsuw

ant
◇

超
低
電
圧
動
作
が
可
能
な
３
値
連
想
メ

モ
リ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
開
発

中
村

和
之

次
世
代
Ｐ
Ｅ
研
究
セ
ン
タ
ー

兼
次
世
代
Ｐ
Ｅ
研
究
セ
ン
タ
ー
第
２
回

A
nnualM

eeting
（
研
究
会
）

◇

ト
リ
リ
オ
ン
セ
ン
サ
ー
時
代
の
電
源
技

松
本

聡

２
０
２
５
年
に
は
セ
ン
サ
ー
の
出
荷
台

数
が
０
・
１
５
兆
個
に
達
す
る
と
予
想
さ

れ
、
ト
リ
リ
オ
ン
サ
ン
サ
ー
時
代
に
突
入

さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
情
報
伝
達

は
無
線
を
介
し
て
行
わ
れ
る
が
、
セ
ン

サ
ー
へ
の
電
力
供
給
が
課
題
と
な
る
。
本

講
演
で
は
、
太
陽
電
池
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

ソ
ー
ス
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ー
ベ
ス

テ
ィ
ン
グ
技
術
に
つ
い
て
、
大
量
生
産
が

可
能
な
パ
ワ
ーSupply

on
Chip

の
導

入
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
結
果
を
報
告
し
た
。

◇

Ｉ
ｏ
Ｔ
社
会
を
支
え
る
Ｇ
ａ
Ｎ
パ
ワ
ー

デ
バ
イ
ス
の
信
頼
性

ジ
ョ
ル
ジ
ア
・
ロ
ン
ゴ
バ
ル
デ
ィ

（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
／
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ

グ
ラ
ム
外
国
人
特
別
研
究
員
）

600
Ｖ
ク
ラ
スGaN

-H
EM
T

の
高
信
頼

化
に
は
「V

ertical
leakage

」、「
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
Ｒ
ｏ
ｎ
」
な
ど
の
課
題
解
決
が

必
要
で
あ
る
。
本
講
演
で
は
、
600
Ｖ
ク
ラ

スGaN
-H
EM
T

の
デ
バ
イ
ス
構
造
や
特

性
、
信
頼
性
に
つ
い
て
デ
バ
イ
ス
シ
ミ
ュ

レ
ー
タT

-CA
D

で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
を
交
え
解
説
し
、
上
記
課
題
の
解

決
手
法
に
つ
い
て
も
併
せ
て
解
説
し
た
。

◇

21
世
紀
型
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
可
能
性
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渡
邉

晃
彦

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
ワ
イ
ド
ギ
ャ
ッ
プ
半

導
体
で
あ
り
、
そ
の
物
性
値
か
ら
究
極
の

パ
ワ
ー
半
導
体
材
料
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
の
実
現
は
、
21
世
紀
型
電
力
イ
ン
フ
ラ

に
お
け
る
超
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
極

限
環
境
化
で
も
動
作
す
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
本
講
演
で
は
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
デ
バ
イ
ス
の
可
能
性
、

国
内
外
の
研
究
の
動
向
、
本
学
次
世
代
Ｐ

Ｅ
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
研
究
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

◇

エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
高
信
頼
化

に
向
け
た
キ
ャ
パ
シ
タ
評
価
技
術

長
谷
川

一
徳

エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
の
信
頼

性
低
下
を
阻
む
キ
ャ
パ
シ
タ
の
評
価
技
術

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
機

器
の
中
で
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
三
相

Ｐ
Ｗ
Ｍ
イ
ン
バ
ー
タ
に
お
け
る
直
流
リ
ン

ク
キ
ャ
パ
シ
タ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
手
法
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
、

実
リ
プ
ル
電
圧
・
電
流
か
ら
キ
ャ
パ
シ
タ

寿
命
の
指
標
で
あ
る
等
価
直
列
抵
抗
と

キ
ャ
パ
シ
タ
ン
ス
を
独
立
に
抽
出
し
、
高

精
度
な
寿
命
予
測
を
実
現
で
き
る
点
に
特

長
が
あ
る
。

◇

セ
ン
サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
に
向
け
た

電
源
集
積
化
の
動
向

安
部

征
哉

セ
ン
サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現
へ
向
け
た

課
題
は
セ
ン
サ
へ
の
電
力
供
給
で
あ
り
、

電
源
を
集
積
化
し
セ
ン
サ
に
搭
載
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
先
端
技
術

と
し
て
パ
ワ
ー
Ｓ
ｏ
Ｃ
（
受
動
素
子
、
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
素
子
、
制
御
回
路
を
１
チ
ッ

プ
に
搭
載
）が
注
目
さ
れ
て
い
る
。パ
ワ
ー

Ｓ
ｏ
Ｃ
で
は
数
十
MHz
以
上
の
高
周
波
動
作

と
な
る
た
め
、
有
効
な
回
路
・
制
御
方
式

の
確
立
や
受
動
部
品
の
開
発
が
必
須
と
な

る
。
本
講
演
で
は
パ
ワ
ー
Ｓ
ｏ
Ｃ
に
お
け

る
海
外
の
学
術
・
産
業
動
向
に
つ
い
て
国

際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プPow

er
Supply

on
Chip

2016,2018

を
例
に
紹
介
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

ス
タ
ッ
フ
、
学
生
か
ら
計
47
件
の
ポ
ス

タ
ー
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
開
始
か
ら
終
了
ま
で
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
３
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ま

た
が
っ
た
研
究
発
表
の
場
と
な
り
、
学
生

間
の
良
き
交
流
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
た
学
生
の
コ
メ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ポスターセッション会場の様子

○

工
学
府
電
気
電
子
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
２
年

須
藤

雅
貴

ポ
ス
タ
ー
で
の
研
究
発
表
を
通
し
て
大

学
と
企
業
で
は
視
野
の
広
さ
が
違
う
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
私
は
研
究
対
象
の

性
能
向
上
だ
け
を
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、

企
業
は
常
に
周
辺
分
野
ま
で
考
え
て
お
り
、

性
能
向
上
だ
け
で
な
く
コ
ス
ト
や
市
場
、

製
造
性
や
信
頼
性
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
観

点
か
ら
質
疑
が
飛
び
交
っ
た
。
幅
広
い
視

野
を
持
つ
こ
と
が
、
研
究
内
容
の
社
会
還

元
に
繋
が
る
と
実
感
し
た
。
企
業
と
の
交

流
経
験
を
今
後
の
研
究
に
活
か
し
、
研
究

を
更
に
充
実
さ
せ
た
い
。

○

生
命
体
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
２
年

肖

駿

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
、

企
業
の
方
、先
生
、そ
し
て
学
生
が
活
発
な

議
論
を
し
て
お
り
、
パ
ワ
エ
レ
に
対
す
る

関
心
度
の
高
さ
が
窺
え
る
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。
私
は
企
業
の
方
か
ら
研
究
内
容
を
実

用
化
す
る
上
で
問
題
と
な
る
点
の
指
摘
を

受
け
、
新
た
な
課
題
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
た
。
大
学
と
企
業
の
間
で
技
術
交
流
で

き
る
大
変
貴
重
な
場
で
あ
る
と
感
じ
た
。

○

生
命
体
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
２
年

皆
尺
寺

光

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
、本
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
た
。

様
々
な
業
種
の
企
業
の
方
と
、
性
能
や
実

用
化
、
現
状
の
課
題
等
に
つ
い
て
質
疑
応

答
を
行
う
中
で
、
自
分
の
説
明
が
欠
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
よ
く
わ
か
り
、
質
疑
応
答

を
繰
り
返
す
こ
と
で
自
身
の
研
究
へ
の
理

解
も
深
ま
っ
た
。
普
段
で
は
聞
け
な
い
よ

う
な
企
業
内
で
の
研
究
状
況
や
研
究
内
容

以
外
の
話
も
聞
け
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に

と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

○

工
学
府
電
気
電
子
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
２
年

岡
部

大
輝

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
単
に
研

究
の
発
表
や
聴
講
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

8
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対
話
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
、
著
者
が
記
載
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
多
く
の
情
報
が
あ
る
。
著
者
と

対
話
す
る
と
、
方
法
・
考
察
な
ど
に
至
る

ま
で
の
過
程
や
考
え
方
は
企
業
や
学
生
に

よ
り
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
新
た
な
発

想
の
足
掛
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
も
意
欲
的
に
対
話
を
試
み
、
研
究
分

野
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

○

生
命
体
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
１
年

松
浦

成
哉

私
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
先
の
企
業

の
方
が
ポ
ス
タ
ー
を
見
に
来
て
く
だ
さ
っ

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
は
私
が

学
ば
せ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
自
分
の
研

究
に
つ
い
て
紹
介
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
良
い
意
見
交

換
の
機
会
と
な
っ
た
。
最
後
に
は
、
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
研
究
を

す
る
上
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
企
業
の
方
と

こ
の
よ
う
な
交
流
を
図
れ
る
良
い
場
だ
と

思
う
。

○

生
命
体
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
１
年

松
尾

康
太

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
私
は
初

め
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
た
。
自
身
の

研
究
を
ポ
ス
タ
ー
１
枚
に
ま
と
め
、
相
手

に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
い
う
こ
と

は
予
想
以
上
に
難
し
く
、
非
常
に
勉
強
に

な
っ
た
。
多
く
の
企
業
の
方
々
が
発
表
を

聞
い
て
く
だ
さ
り
、
実
際
に
製
品
を
開
発

し
て
い
る
方
の
知
見
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
今
回
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
て
、

自
身
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
う
。

○

工
学
府
電
気
電
子
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
１
年

金
田

宜
政

ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
企
業
の
方
に
い

か
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
苦
労
し
た
。
中
に
は
私
の
研
究
分

野
に
詳
し
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
私

が
全
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
質
問
や
、

こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
も
い
た
だ
い
た
。
い
た
だ
い
た
質
問
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
て
、
今
後
の
研

究
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

○

工
学
府
電
気
電
子
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
１
年

佐
藤

義
貴

私
は
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ポ
ス

タ
ー
発
表
の
会
場
全
体
で
盛
ん
な
議
論
が

行
わ
れ
て
お
り
刺
激
に
繋
が
っ
た
。
企
業

の
方
々
や
九
州
工
業
大
学
関
係
者
の
方
に

発
表
を
聞
い
て
い
た
だ
く
中
で
、
ご
質
問

な
ど
か
ら
自
身
の
研
究
に
つ
い
て
不
勉
強

な
点
を
認
識
で
き
、
今
後
の
研
究
活
動
を

行
っ
て
い
く
上
で
の
励
み
に
な
っ
た
。

○

工
学
府
電
気
電
子
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
１
年

友
弘

真
実

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を

行
っ
た
。
発
表
す
る
中
で
研
究
結
果
は
も

ち
ろ
ん
、
研
究
背
景
に
つ
い
て
も
質
問
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
な
ぜ
こ
の
研
究
を
し

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

専
攻
の
分
野
を
問
わ
ず
、
多
く
の
方
に
発

表
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
良
い
経

験
と
な
っ
た
。

○

工
学
府
電
気
電
子
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
１
年

小
倉

光
貴

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
Ｄ
Ｎ
Ｓ
ク

エ
リ
と
の
類
似
性
に
着
目
し
た
未
知
悪
性

ド
メ
イ
ン
検
出
手
法
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー

発
表
を
行
っ
た
。
専
門
の
違
う
方
に
自
身

の
研
究
の
説
明
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
と
と
も
に
、

自
身
の
研
究
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
を
見

て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
の
指
摘
で
新
た
に

課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回

の
経
験
を
糧
に
今
後
の
研
究
発
表
に
役
立

て
て
い
き
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
に
あ
た
り
、
共
催
い
た

だ
き
ま
し
た
北
九
州
市
を
は
じ
め
、
協
賛
、

後
援
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機

関
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

主
催

九
州
工
業
大
学

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
基
盤
セ
ン
タ
ー

デ
ィ
ペ
ン
タ
ブ
ル
集
積
シ
ス
テ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー

次
世
代
Ｐ
Ｅ
研
究
セ
ン
タ
ー

共
催

北
九
州
市

協
賛

北
九
州
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

後
援

電
気
学
会

電
子
情
報
通
信
学
会

応
用
物
理
学
会

日
本
信
頼
性
学
会

Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ－

Ｊ

北
九
州
産
業
学
術
推
進
機
構

座
長

大
村

一
郎
（
若
松
）

副
座
長

中
藤

良
久
（
戸
畑
）

尾
知

博
（
飯
塚
）

実
行
委
員
長

安
部

征
哉
（
戸
畑
）

実
行
委
員

温

暁
青
（
飯
塚
）

長
谷
川
一
徳
（
若
松
）

野
林

大
起
（
戸
畑
）
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